
令和７年度一般会計６月補正予算案（補正第４号：令和７年６月１０日提出）の市長査定状況を公開します。

□ 各事業担当課からの一般会計６月補正予算（補正第４号）要求の内容について、市長査定が終了しました。

□

□

【市長査定後の状況】

□ 令和７年度一般会計６月補正予算（補正第４号）要求額…２，１９６万３千円

□ 総務部（部長・室長）査定額…２，１９６万３千円

□ 市長査定額…２，１９６万３千円

□ 補正前の予算額…２１８億２，４７２万４千円

□ 補正後の予算額…２１８億４，６６８万７千円

【主な事業の査定状況】

（単位：千円）

№ 区分 部 担当課 要求の内容 担当課要求額 総務部査定額 市長査定額

7,913 7,913 7,913 要求どおり

7,000 7,000 7,000 要求どおり

1 追加 未来創生部 企画課 地域ポイント導入事業

物価高騰の影響を受けている市民
及び事業者を支援するため導入す
る地域ポイント事業費を追加す
る。

2 新規 未来創生部 企画課 物価高騰対策事業者支援事業

物価高騰の影響を受けている事業
者への支援を通じた地域経済の活
性化を図るため、市内事業者に対
し支援金を交付する。

1,000 1,000 1,000 要求どおり4 新規 未来創生部 まちの活力創造課 物価高騰対策観光振興支援事業

物価高騰の影響を受けている地域
事業者への支援として、観光誘客
促進につながる事業に対し補助金
を交付する。

6,050 6,050 6,050 要求どおり3 新規 生涯学習部
生涯学習推進室
中央公民館

指定管理施設電気料金高騰対策
緊急支援事業

電気料金高騰の影響を受けている
社会教育施設を運営する指定管理
者に支援金を交付し、安定した市
民サービスの提供を継続する。

本補正予算案は、当初予算編成後新たに生じた事由により、必要最小限となる経費について計上するという考え方に基
づき、査定しました。
この結果、市長査定後の補正後予算額は、２１８億４，６６８万７千円となります。

令和７年度一般会計６月補正予算案（補正第４号：令和７年６月１０日提出）は、阪南市議会第２回定例会で審議され
ます。

事業名



【目的別査定状況（一般会計）】

補正前の額　① 各課要求額 総務部査定額 市長査定額　②
補正後の予算額

①+②
千円 千円 千円 千円 千円

192,287 0 0 0 192,287

3,467,882 0 0 0 3,467,882

9,561,816 0 0 0 9,561,816

2,252,538 0 0 0 2,252,538

127,937 0 0 0 127,937

123,452 15,913 15,913 15,913 139,365

1,233,891 0 0 0 1,233,891

849,728 0 0 0 849,728

2,599,054 6,050 6,050 6,050 2,605,104

1,385,522 0 0 0 1,385,522

617 0 0 0 617

30,000 0 0 0 30,000

21,824,724 21,963 21,963 21,963 21,846,687

商工費

衛生費

総務費

民生費

　
　款

議会費

農林水産業費

歳出合計

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

諸支出金


